
部

計

名

岳誓六
年第

I 年筈

： 年第
Jガレアピ 器

ンノヽ
年第 骨ォ架

l: 年第 鷹
時

-＝ 間一

>年笥 敷

門二一
~ 

年第

i 敷
年箆

：ニ 年第

』敷年第

随意科目ヲ課スルトキハ他ノ學科目ノ数授時敷若干ヲ減シテ之

二充ツルコトアルベシ

第九條研究科ハ盤榮器榮作歌及作曲ヲ専攻スル者ノ為メニ之ヲ設

ク其學科課程ハ左ノ如シ

研究科學科課程

塁

！［ 
部

リヴ オ又 ピ

等等ンア ル ァイガ 名
オ ンハノ

喜二

〗年門旦i 喜—
五上同― 

ー四上同三
年第

岱芦
器

ー五上同＝ 年笥

｀ 
榮

—=• 上同＝ 
年第 部

畠三 四上同二年第

『
時

ー五上同三
年箆 間

ー三上同＝ 年璽 敷

七練習二 年第
塁

八上同二年笥

i 喜— 年芭

第
八
條
本
科
ノ
學
科
課
程
左
ノ
如
シ

本
科
學
科
課
程

計

寓

譜

練
習

第

一
、
第
二
学
期

二
嘉
讐
ニ

第

一
琥

第
十
三
條

貢
地
授
業
ヲ
課
ス
ル
ト
キ
ハ
他
ノ
學
科
目
ノ
敦
授
時
敷
若
干
ヲ
減
シ

テ
之
二
充
ツ
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

明
治
四
十
年
？
四
十
一
年

二
月
、

第
十
三
條
中
、
甲
種
師
範
科
の

カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
か
ら
詩
歌
評
釈
と
英
語
を

削
除
し
、

音
楽
史
と
国
語
を
増
加
す
る
こ
と
が
仮
規
則
の
形
で
追
加
さ
れ
、
施
行
さ

れ
る
。
こ
れ
は
四
十
二
年
に
正
式
に
改
正
さ
れ
る
。

第
十
三
條

営
分
ノ
内
詩
歌
評
繹
及
英
語
ヲ
除
キ
第

一
年
時
間
敷
＿音
榮
史
一
ヲ
ニ

二
國
語
及
漢
文
四
ヲ
六

二
改
ム

〈
参
考
資
料〉

明
治
三
十
七
年
二

月
に
行
わ
れ
た
甲
種
師
範
科
の
入
学
試
験
問
題
を
掲
載
す
る
。

國
語
科
入
學
試
瞼
問
題

一、

左
の
文
を
簡
明
に
解
繹
す
べ
し

仁
和
寺
に
或
法
師
年
よ
る
ま
で
石
清
水
を
拝
ま
ざ
り
け
れ
ば
心
憂
く
お
ぼ
え

て
あ
る
時
思
ひ
立
ち
て
た
ゞ
ひ
と
り
か
ち
よ
り
極
榮
寺
高
良
な
ど
を
拝
み
て

か
ば
か
り
と
心
得
て
蹄
り
に
け
り
借
か
た
へ
の
人
に
逢
ひ
て
年
頃
思
ひ
つ
る

事
は
た
し
侍
り
ぬ
聞
き
し
に
も
過
ぎ
て
た
ふ
と
く
こ
そ
お
は
し
け
れ
そ
も
参

り
た
る
人
ご
と
に
山
へ

登
り
し
は
何
事
か
あ
り
け
む

大
納
言
入
道
召
し
捕
ら
れ
て
武
士
ど
も
打
ち
か
こ
み
て
六
波
羅
へ

ゐ
て
行
き
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(1) 

長

昔 唱
歌
科
入
學
試
瞼
問
題

階

H
e
r
b
e
r
t
,
 "is 

n
e
v
e
r
 o
u
t
 of 
s
e
a
s
o
n
"
 

〇
御
都
合
よ
ろ
し
く
侯
へ
ば
御
出
で
下
さ
れ
べ
く
侯
ふ
。

第
二
琥
地
理
科
入
學
試
験
問
題

(
-
）
北
海
道
の
國
名
井
に
毎
國
の
市
邑

（
二
）
北
海
道
並
に
樺
太
と
到
岸
満
洲
の
地
形
大
騰
を
略
圏
（
記
臆
圏
）

し
所
要

の
地
名
を
填
記
せ
よ

（
三
）
亜
細
亜
全
洲
の
國
名
を
東
よ
り
順
次
に
列
畢
せ
よ

英
語
科
入
學
試
験
問
題

繹

T
h
e
 r
e
c
o
r
d
s
 
of 
t
h
e
 
lives 
o
f
 
g
o
o
d
 m
e
n
 a
r
e
 
especially 
u
g
e
f
u
l
 

[sic]
,
 useful. 

T
h
e
y
 influence o
u
r
 hearts
,
 inspire u

s
 w
i
t
h
 h
o
p
e
 

a
n
d
 
set 
b
e
f
o
r
e
 
u
s
 
g
r
e
a
t
 
e
x
a
m
p
l
e
s
.
 A

n
d
 w
h
e
n
 
m
e
n
 h
a
v
e
 

d
o
n
e
 their d
u
t
y
 t
h
r
o
u
g
h
 life 
in 
a
 g
r
e
a
t
 
spirit,
 their 

influence 

will 
n
e
v
e
r
 w
h
o
l
l
y
 p
a
s
s
 
a
w
a
y
,
^T^
h
e
 g
o
o
d
 life
," 
s
a
y
s
 
G
e
o
r
g
e
 

①
甲
乙
丙
三
人
に
百
三
十
三
園
を
分
典
す
る
に
甲
は
乙
よ
り
五
圏
多
く
乙
は

丙
よ
り
七
圏
多
し
各
所
得
幾
何

算

術

（
以
上
證
明
を
求
む）

④
三
角
形
の
各
邊
の
正
中
に
立
て
る
垂
線
は
一
貼
に
會
す
。

A
B
+
A
C
|
B
C
1
1
A
、
B
、
+
A
、
C
、
ー
B
、
C
、

諄

(3) (2) (1) 

以

上

r -
ノ‘ 五 四

け
れ
ば
資
朝
卿
一
條
わ
た
り
に
て
こ
れ
を
見
て
あ
な
う
ら
や
ま
し
世
に
あ
ら

む
思
出
立
斯
く
こ
そ
あ
ら
ま
ほ
し
け
れ
と
ぞ
い
は
れ
け
る
。

二
、
左
の
語
句
中
文
法
上
の
誤
謬
あ
ら
ば

こ
れ
を
訂
正
し
か
つ
そ
の
理
由
を
し

0
こ
の
頃
は
い
か
ゞ
御
暮
し
な
さ
れ
侯
ふ
や
御
伺
ひ
申
し
候
ふ
。

〇
流
行
を
追
ふ
て
華
美
に
流
れ
し
む
な
か
れ
。

〇
悲
し
き
と
い
へ
ど
も
な
げ
く
べ
か
ら
ず
う
れ
し
き
と
い
へ
ど
も
喜
ぶ
べ
か

以

上

鐵
の
性
質
及
其
利
用

鼠
子
葉
植
物
と
雙
子
葉
植
物
と
を
比
較
せ
よ

石
炭
の
生
因

二
時
間

第
二
琥
幾
何
入
學
試
瞼
問
題

正
三
角
形
の
一
っ
の
外
角
を
二
等
分
す
る
直
線
は―

つ
の
邊
に
平
行
な
り

園
外
の
一
貼
よ
り
園
に
引
き
た
る
二
つ
の
切
線
は
相
等
し

園
に
外
接
す
る
三
角
形
の
一
邊
B
C
を
B
、
C
、
に
移
す
と
き
は

二
時
間

ら
ず
。

第2章

る
す
べ
し

明治時代の東京音楽学校

(2) 

め
ぐ
れ
る
車
、
墳
墓
（
二
曲
の
内
一
曲
を
選
捧
す
べ
し
）

第
二
琥
歴
史
科
入
學
試
瞼
問
題

封
建
制
度
の
始
終

謡
曲
、
猿
榮
、
義
太
夫
に
就
て
知
る
所
を
記
せ
よ

第
一
世
那
勃
翁
が
露
西
亜
と
交
戦
の
大
骰

第
二
琥
理
科
入
學
試
験
問
題

昔
の
高
低
強
弱
は
如
何
な
る
原
因
に
依
る
か

虹
の
現
る
A

理
由

燃
燒
の
理
由
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(2) 

分
敷
の
分
子
と
分
母
と
に
同
一
の
敷
を
加
ふ
る
と
き
は
一
に
近
づ
く
こ
と

を
例
を
拳
げ
て
説
明
せ
よ
。

⑱

8
.
 9.

1
0
.

及
1
2

に
て
除
す
れ
ば
執
れ
も

5

を
剰
す
所
の
最
小
な
る
敷
を

求
め
よ
。

④
 
甲
乙
の

一
歩
の
長
さ
の
比
は
3
-
4
乙
丙
一
歩
の
長
さ
の
比
は
5
-
6
な
り
甲

丙
の

一
歩
の
長
さ
の
比
幾
何
゜

作

文

我
等
は
何
が
故
に
昔
榮
を
學
ば
む
と
す
る
か
。

以
上
二
時
間
。

讀

書

一、

後
奈
良
天
皇
の
天
文
十
二
年
欧
羅
巴
洲
の
葡
萄
牙
國
の
人
百
餘
人
ば
か
り

交
易
に
と
て
遥
々
我
が
太
陽
図
種
子
島
に
渡
り
来
り
し
に
其
商
船
の
中
に
鳥

銃
と
い
ふ
軍
器
あ
り
し
か
ば
島
主
時
甕
と
い
ふ
人
購
ひ
得
て
其
術
を
も
學
び

た
り
し
に
戦
國
の
習
ひ
忽
ち
世
間
に
廣
ま
り
た
り
、
天
主
数
の
日
本
に
も
来

た
り
し
此
亦
時
ぞ
始
め
な
り
け
る
。

二
、
左
の
文
章
に
文
字
に
誤
れ
る
も
の
あ
ら
ば
訂
正
す
べ

し
。

雲
を
凌
ぎ
て
高
く
そ
び
へ

た
る
山
を
越
え
行
け
ば

こ
A

は
小
き
村
也
。
そ
こ

こ
A

を
見
渡
せ
ば
糸
を
操
る
老
姻
あ
り
。
か
ら
く
れ
な
い
の
も
み

じ
を
も

て
あ
そ
ぶ
わ
ら
べ
あ
り
、
書
籍
を
讀
め
る
學
生
あ
り
、
氣
候
あ
た
A

か
く
風

姿
柔
和
に
し
て
他
郷
の
人
と
い
へ
ど
も
こ
れ
を
侍
遇
す
る

こ
と
甚
だ
手
あ

っ

し
。

以

上

（
三
浦
俊
三
郎
『
本
邦
洋
架
雙
遷
史
』
日
東
書
院
、
昭
和
六
年
十
月
五
日
、
三
四
ニ
ー
三
四
五
頁
）
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